
　
市
に
は
、
多
く
の
外
国
籍
住
民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
考
え

る
と
、
市
内
に
住
む
外
国
籍
住
民
は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
市
の
外
国
籍
住
民
の
状
況
と
市
の
取
組
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　
秘
書
広
報
課　
横
山　
☎
（
23
）
０
０
４
０

市
で
暮
ら
す
外
国
籍
住
民

　

市
内
に
暮
ら
す
外
国
籍
住
民
は
、
令
和

８
年
４
月
１
日
時
点
で
２
８
６
９
人
、
国

籍
数
は
33
カ
国
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
が
一

番
多
く
約
半
数
を
占
め
、
次
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
国
籍
、
ベ
ト
ナ
ム
国
籍
と
続
き
ま
す
。

［
図
１
］

　

外
国
籍
住
民
数
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
降
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
急

激
に
増
え
て
い
ま
す
。［
グ
ラ
フ
１
］

　

市
内
で
は
、
製
造
業
を
は
じ
め
と
す
る

工
場
や
農
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
多

く
の
外
国
籍
住
民
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

人
手
不
足
が
進
み
、
人
口
減
少
社
会
の
中

で
地
域
を
支
え
る
大
切
な
担
い
手
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
ど
う
な
る
の
？

　

国
内
の
労
働
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
さ
ら
に
外
国
籍

住
民
の
力
が
重
要
と
な
り
、
市
内
で
暮
ら

す
外
国
籍
住
民
の
数
は
さ
ら
に
増
え
て
い

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
の
企
業
で
は
、
今
後
も
外
国
籍
従

業
員
を
受
け
入
れ
る
意
向
が
あ
り
、
外
国

籍
住
民
は
、
今
よ
り
も
も
っ
と
身
近
な
存

在
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

市
の
取
組

【
外
国
籍
住
民
相
談
窓
口
】

　

牧
之
原
市
外
国
籍
住
民
相
談
窓
口
（
秘

書
広
報
課
内　

☎（
23
）０
０
４
０
）で
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
対
応
の
相
談
員
を
配
置
し
、

多
言
語
に
対
応
し
た
通
訳
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
で
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
多
言
語
に
よ
る
情
報
発
信
】

　

相
談
窓
口
で
は
、
外
国
籍
住
民
に
な
じ

み
が
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」

に
よ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
の
情
報
発
信
を
し
て
い

ま
す
。

【
は
じ
め
て
の
日
本
語
教
室
】

　

公
募
の
サ
ポ
ー
タ
ー
（
日
本
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
、

日
本
語
を
話
せ
な
い
市
内
在
住
・
在
勤
の

外
国
籍
住
民
を
対
象
と
し
て
「
は
じ
め
て

の
日
本
語
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
日
本
語
初
期
支
援
教
室
「
い
っ
ぽ
」】

　

日
本
語
の
理
解
が
不
十
分
で
、
公
立
学

校
で
の
学
習
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

困
難
と
思
わ
れ
る
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち

が
学
校
生
活
に
円
滑
に
適
応
で
き
る
よ
う
、

市
立
小
中
学
校
へ
の
編
入
を
目
指
し
て
、

日
本
語
や
学
校
で
の
ル
ー
ル
・
習
慣
を
学

ぶ
た
め
の
教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
理
解
し
合
お
う

～
外
国
籍
住
民
と
共
に
暮
ら
す
～

［年齢別］
０～15歳　　329人

（11.5％）
16～64歳　2,462人

（85.8％）
65歳以上　　  78人

（2.7％）

［図１］牧之原市に暮らす外国籍住民の状況

［居住地区別］
細江地区　1,007人

（35.1％）
川崎地区　　606人

（21.1％）
相良地区　　558人

(19.4％)
菅山地区　　169人

（5.9％）
牧之原地区　161人

（5.6%）

＊上位５地区

＊令和８年４月１日

牧
まきのはらし

之原市では、　日
に ほ ん ご

本語が　わからなくて　困
こま

っている　外
がいこく

国の
人
ひと

のために　「はじめての日
にほんごきょうしつ

本語教室」　が　あります。
スーパーに　いくとき、病

びょういん
院  に　いくとき、日

に ほ ん ご
本語で　はなすことが

できますか？　よくつかう　日
に ほ ん ご

本語や　日
にほん

本で　くらすために　
知
し

っておくとよい　かんたんな　日
に ほ ん ご

本語を　勉
べんきょう

強　しましょう。

スケジュール 　　の日に　教
きょうしつ

室が　あります。　　　は　テストが　あります。

■時
じかん

間（いつ）
　2026 年

ねん
 ９月

がつ
 27日

にち
　から　11月

がつ
 29日

にち
　の　日

にちようび
曜日　　９：30 ～11：30

■場
ばしょ

所（どこで）
　牧
まきのはらしやくしょはいばらちょうしゃ

之原市役所榛原庁舎　４階
かい

　会
かいぎしつ

議室　（ 静
しずなみ

波 447-1 ）
■勉

べんきょう
強できる人（だれ）

　①から　③の　ぜんぶに　あてはまる人
ひと

 
　　① 16歳

さい
　以

いじょう
上　の人

ひと
 

　　② 牧
まきのはらし

之原市に　住
す

んでいる人
ひと

、　
　　　 牧

まきのはらし
之原市の　会

かいしゃ
社で　働

はたら
いている人

ひと
 

　　③ 日
にほんご

本語が　わからなくて　困
こま

っている人
ひと

 
 　　　（ 教

きょうしつ
室 の　 前

まえ
に　日

にほんご
本語　レベルチェック　テスト（９ 月

がつ
 20 日

にち
　の　日

にちようび
曜日）を

　　　　 受
う

けて　もらって、　参
さんか

加できる　 人
ひと

を　決
き

めます）

■申
もう

し込
こ

み
　８月

がつ
　31日

にち
　までに、　申

もう
し込

こ
みフォーム　で　申

もう
し込

こ
む。

■問
と

い合
あ

わせ先
さき

　マキノハラボ　☎ 080 （7890） 0388　＊ポルトガル語
ご

、英語
ご

で話
はな

せます。
　　　　　　　　　  education@makilabo.jp

外
がいこく

国の人
ひと

のための はじめて の 日
に ほ ん ご き ょ う し つ

本語教室

◀申
もう

し込
こ

みフォーム

外国籍住民
相談窓口FB

このページは、日
本語に不慣れな人
でも読みやすいよ
うに一部を除き
「やさしい日本語」
を用いています。

外国の人との交流をしながら、日本語の学習を支援するサポーター
を募集しています。未経験者、外国語が話せない人でも大丈夫です。
詳しい内容は、右の二次元コードから確認するか、秘書広報課
（☎㉓0040）にお気軽にお問い合わせください。

日本語サポーターとして参加してみませんか

どこの国
くに

の人
ひと

でも　勉
べんきょう

強できます。
友
とも

だちや　近
ちか

くに住
す

んでいる人
ひと

で、 
日
に ほ ん ご

本語が　わからなくて　困
こま

っている人
ひと

が
いたら、　 教

きょうしつ
室 のことを

おしえてあげて　ください。

お金
かね
は

いりません
（￥０）

2026年９月（September） 2026年10月（October） 2026年11月（November）
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リーマン
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［グラフ１］牧之原市に暮らす外国籍住民の数の推移
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［国籍別］
ブラジル　　1,347人

（47.0％）
フィリピン　    524人

（18.3％）
ベトナム　　   381人

(13.3％)
インドネシア　  190人

(6.6％)
中国　　　　　133人

（4.6％）

＊上位５カ国
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